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(57)【要約】
【課題】防水性と利用上の利便性を両立するフラットパ
ネルディスプレイ用水密装置を提供する。
【解決手段】プレート部２１１，２２１と、プレート部
２１１，２２１に突設されているフェンス部２１２，２
２２とを有するケース体２１，２２を備え、それぞれの
フェンス部２１２，２２２が互いに向き合うように組み
合わされて収容空間２３を形成してなるフラットパネル
ディスプレイ用水密装置１０であって、ケース体２１，
２２の各フェンス部２１２，２２２は、段状にされた第
１と第２の相欠き部２１６，２２６を有し、第１と第２
の相欠き部２１６，２２６の互いに向き合っている側面
に互いに向き合って対応する環状溝２１５，２２５が設
けられ、防水のためのパッキングリングが環状溝２１５
，２２５に嵌め込まれている。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレート部と、該プレート部の一面の周縁に沿って突設されているフェンス部とを有す
る２つのケース体を備え、それぞれのフェンス部が互いに向き合うように組み合わされて
フラットパネルディスプレイを収容できる収容空間を形成してなるフラットパネルディス
プレイ用水密装置であって、
　前記２つのケース体の各フェンス部は、その端面が互いに相欠き接合するための段状に
された第１と第２の相欠き部を有し、前記第２の相欠き部が前記第１の相欠き部の内側に
嵌入できるように互いに対応しあい、更に、前記第１と第２の相欠き部の互いに向き合っ
ている側面に互いに向き合って対応する環状溝が設けられ、防水のためのパッキングリン
グが前記第１と第２の相欠き部の環状溝に嵌め込まれていることを特徴とするフラットパ
ネルディスプレイ用水密装置。
【請求項２】
　プレート部と、該プレート部の一面の周縁に沿って突設されているフェンス部とを有す
る２つのケース体を備え、それぞれのフェンス部が向き合うように、パッキングリングを
挟んで組み合わされてフラットパネルディスプレイを収容できる収容空間を形成してなる
フラットパネルディスプレイ用水密装置であって、
　前記２つのケース体のいずれかのプレート部に、前記収容空間と外部とを連通させる開
口を設け、前記収容空間内に前記フラットパネルディスプレイと電気的に接続して信号や
電力を該フラットパネルディスプレイに転送するアダプタを配設し、該アダプタに前記開
口を経由して外部まで延伸するコードユニットを電気的に接続し、前記コードユニットと
前記開口の間に隙間を塞ぐ補填手段を配設したことを特徴とするフラットパネルディスプ
レイ用水密装置。
【請求項３】
　前記パッキングリングは、前記第１と第２の相欠き部の環状溝外に張り出して前記第１
と第２の相欠き部により圧縮される張り出し部を備えることを特徴とする請求項１に記載
のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項４】
　前記２つのケース体のいずれかの一方のプレート部に、雌ねじを有する管状の第１のス
テー部が突設され、他方のケース体のプレート部に、スリーブ状をなして前記第１のステ
ー部をその内部に嵌挿させることができる第２のステー部が突設され、前記雌ねじに対応
するボルトが、外部から前記第２のステー部に挿入され、対向側から前記第２のステー部
に挿入した第１のステー部の雌ねじと締め付けて前記２つのケース体を結合させることを
特徴とする請求項１または２に記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項５】
　前記２つのケース体は透明材料により形成されることを特徴とする請求項１または２に
記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項６】
　前記パッキングリングは弾性素材により形成されることを特徴とする請求項１または２
に記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項７】
　前記２つのケース体のいずれかのプレート部に、壁掛け手段が取り付けていることを特
徴とする請求項１または２に記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項８】
　前記壁掛け手段は、前記２つのケース体のいずれかに取り付けられる板状の取り付け部
と、該取り付け部を壁に掛けるように形成されたフック部とを備えることを特徴とする請
求項７に記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項９】
　前記アダプタと前記フラットパネルディスプレイは、前記アダプタに設けられている端
子により直接接続されていることを特徴とする請求項２に記載のフラットパネルディスプ
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レイ用水密装置。
【請求項１０】
　前記アダプタと前記フラットパネルディスプレイは、接続コードを介して接続されてい
ることを特徴とする請求項２に記載のフラットパネルディスプレイ用水密装置。
【請求項１１】
　前記アダプタと前記フラットパネルディスプレイとの信号転送に用いる転送インターフ
ェイスは、
　ＲＣＡオーディオ端子、同軸ケーブル端子、Ｓビデオ端子、ＶＧＡ端子、Ｓ端子、ＲＣ
Ａビデオ端子、１４ピンＤ端子、１５ピンＤ端子、Ｙ／Ｐｂ／Ｐｒコンポーネント信号端
子、Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒコンポーネント信号端子、ＤＶＩ端子、ＨＤＭＩ端子、ＳＣＡＲＴ端
子などのいずれかを用いることを特徴とする請求項２に記載のフラットパネルディスプレ
イ用水密装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フラットパネルディスプレイ用水密装置に関し、特に、防水性と利用上の利
便性が両立するフラットパネルディスプレイ用水密装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、フラットパネルディスプレイが徐々に普及しており、バスルームやプールサイド
など湿気の高い場所でもフラットパネルディスプレイで楽しむ要望も増えている。しかし
、十分な防水性を持つフラットパネルディスプレイの本体は未だに商品化されておらず、
その本体を外から包む水密装置を別途用意する必要がある。
【０００３】
　図１は、特許文献１で開示されたフラットパネルディスプレイ水密装置例の背後から見
た斜視図である。この図１および図２に示すように、この水密装置９１は、フラットパネ
ルディスプレイ９２のモニター前方に、周囲を枠で囲んで中央部は空いて窓９１４になっ
ているフロントフレーム９１１と、フラットパネルディスプレイ９２の後方のバックフレ
ーム９１３と、フロントフレーム９１１の窓９１４の回りに設けられている環状の凹陥部
９１５に嵌めこまれ、且つ、フロントフレーム９１１とフラットパネルディスプレイ９２
の間に介在され、その間の隙間を塞ぐ環状のパッキングシート９１２とからなる。そして
、フロントフレーム９１１とバックフレーム９１３はねじ９１６によって堅く係止されて
いる。
【０００４】
　しかし、特許文献１の水密装置は、取り付け易さ、および、他の装置と接続する利便性
の為に、モニター前方の窓９１４の回りにしか防水機能を設けておらず、後ろ側は完全に
開放しているので、フラットパネルディスプレイ９２は十分に湿気から隔離されたわけで
はない。
【０００５】
　また、図３から図６は特許文献２で開示された水密装置であり、図３，４は特許文献２
の第１の実施形態で、図５，６は特許文献２の第２実施形態である。図３，４に示すよう
に、該水密装置９３はフラットパネルディスプレイに対応するような形状をなし、一面に
だけ開口９３５が設けられている長方体ケース本体９３１と、該開口９３５に対応し、そ
こからケース本体９３１内に挿入して開口９３５を塞ぐことができる突起部９３８が形成
されているキャップ９３２と、突起部９３８の回りに巻回され、しかも、開口９３５の内
表面に設けられている凹部９３６に嵌め込まれるパッキングリング９３３とからなるもの
である。そして、図５，６に示す第２の実施形態では、水密装置９５は前ケース部９５１
と後ケース部９５２からなる長方体ケースで、前ケース部９５１と後ケース部９５２との
それぞれの壁部の開口した端面には、それぞれ凹部９５４と凹部９５５が設けられ、更に
、パッキングリング９５３が前ケース部９５１と後ケース部９５２それぞれの凹部９５４
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と凹部９５５に嵌めこまれて外部の湿気を隔離するものである。
【０００６】
　この特許文献２では、パッキングリングを使用する構成によって、該水密装置の防水機
能はほぼ万全であるが、その中に収容されたフラットパネルディスプレイも完全に外部か
ら隔離されるため、他の装置と接続することが殆ど不可能となってしまい、実用性もかな
り損なわれる。
【０００７】
【特許文献１】台湾特許第３６３８０４号公報
【特許文献２】米国特許ＵＳ６，６５９，２７４号公報
【０００８】
　このように、従来のフラットパネルディスプレイ用水密装置は、防水性と、利用上の利
便性とのいずれを選ぶか、時に迷わせるという問題点が発生し、実用可能な水密装置は未
だに開発されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、従来の問題を解消するためになされたものであり、防水性と利用上の利便性
が両立するフラットパネルディスプレイ用水密装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決するため、本発明は第１に、プレート部と、該プレート部の一面の周縁
に沿って突設されているフェンス部とを有する２つのケース体を備え、それぞれのフェン
ス部が互いに向き合うように組み合わされてフラットパネルディスプレイを収容できる収
容空間を形成してなるフラットパネルディスプレイ用水密装置であって、前記２つのケー
ス体の各フェンス部は、その端面が互いに相欠き接合するための段状にされた第１と第２
の相欠き部を有し、前記第２の相欠き部が前記第１の相欠き部の内側に嵌入できるように
互いに対応しあい、更に、前記第１と第２の相欠き部の互いに向き合っている側面に互い
に向き合って対応する環状溝が設けられ、防水のためのパッキングリングが前記第１と第
２の相欠き部の環状溝に嵌め込まれていることを特徴とするフラットパネルディスプレイ
用水密装置を提供する。
【００１１】
　また、本発明は第２に、プレート部と、該プレート部の一面の周縁に沿って突設されて
いるフェンス部とを有する２つのケース体を備え、それぞれのフェンス部が向き合うよう
に、パッキングリングを挟んで組み合わされてフラットパネルディスプレイを収容できる
収容空間を形成してなるフラットパネルディスプレイ用水密装置であって、前記２つのケ
ース体のいずれかのプレート部に、前記収容空間と外部とを連通させる開口を設け、前記
収容空間内に前記フラットパネルディスプレイと電気的に接続して信号や電力を該フラッ
トパネルディスプレイに転送するアダプタを配設し、該アダプタに前記開口を経由して外
部まで延伸するコードユニットを電気的に接続し、前記コードユニットと前記開口の間に
隙間を塞ぐ補填手段を配設したことを特徴とするフラットパネルディスプレイ用水密装置
をも提供する。
【００１２】
　また、本発明の第１のフラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記パッキン
グリングは、前記第１と第２の相欠き部の環状溝外に張り出して前記第１と第２の相欠き
部により圧縮される張り出し部を備えることが好ましい。
【００１３】
　また、本発明の各フラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記２つのケース
体のいずれかの一方のプレート部には、雌ねじを有する管状の第１のステー部が突設され
、他方のケース体のプレート部には、スリーブ状をなして前記第１のステー部をその内部
に嵌挿させることができる第２のステー部が突設され、前記雌ねじに対応するボルトが、
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外部から前記第２のステー部に挿入され、対向側から前記第２のステー部に挿入した第１
のステー部の雌ねじと締め付けて前記２つのケース体を結合させることが好ましい。
【００１４】
　また、本発明の各フラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記２つのケース
体は透明材料により形成されることが好ましい。
【００１５】
　また、本発明のフラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記パッキングリン
グは弾性素材により形成されることが好ましい。
【００１６】
　また、本発明の各フラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記２つのケース
体のいずれかのプレート部に、壁掛け手段が取り付けていることが好ましい。
　この場合、前記壁掛け手段は、前記２つのケース体のいずれかに取り付けられる板状の
取り付け部と、該取り付け部を壁に掛けるように形成されたフック部とを備えることが好
ましい。
【００１７】
　また、本発明の第２のフラットパネルディスプレイ用水密装置において、前記アダプタ
と前記フラットパネルディスプレイは、前記アダプタに設けられている端子により直接接
続されていることが好ましい。
【００１８】
　また、前記アダプタと前記フラットパネルディスプレイは、接続コードを介して接続さ
れているように構成することもできる。
【００１９】
　また、前記アダプタと前記フラットパネルディスプレイとの信号転送に用いる転送イン
ターフェイスは、ＲＣＡオーディオ端子、同軸ケーブル端子、Ｓビデオ端子、ＶＧＡ端子
、Ｓ端子、ＲＣＡビデオ端子、１４ピンＤ端子、１５ピンＤ端子、Ｙ／Ｐｂ／Ｐｒコンポ
ーネント信号端子、Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒコンポーネント信号端子、ＤＶＩ端子、ＨＤＭＩ端子
、ＳＣＡＲＴ端子などのいずれかを用いることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　上記構成によれば、本発明はフラットパネルディスプレイを効果的に湿気から隔離する
と共に、他の装置との良好な接続性を具備させることができるので、従来の水密装置より
優れたものを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に従って説明する。
【００２２】
　図７から図１１は本発明のフラットパネルディスプレイ用水密装置である。図７は該水
密装置の外観を示す斜面図であり、図８はその構成を示す分解斜面図であり、図９及び図
１０はその結合及び水密構造を示す縦断面図であり、図１１は外部機械と接続するアダプ
タとその水密構造を示す横断面図である。また、図１２及び図１３は前記結合及び水密構
造の変化例を示す縦断面図で、図１４は外部機械と接続するアダプタとその水密構造の変
化例を示す横断面図である。
【００２３】
　まず、図７および図８を参照しながら本発明の概略的な構成について説明する。図７に
示すように、本発明の実施形態に係る水密装置１０は、例えばガラスやアグリルなどの透
明材料により形成された第１と第２のケース体２１，２２が組み合ってなるケースユニッ
ト２を備え、その内部に形成された収容空間２３内にはフラットパネルディスプレイ１１
と２つのスピーカ１２を収容することができる。
【００２４】
　また、図８に示すように、水密装置１０は、第１と第２のケース体２１，２２からなる
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ケースユニット２と、第１と第２のケース体２１，２２の間に介在し、ゴムなどの弾性素
材により形成されたパッキングリング３と、第２のケース体２２の内表面に配置されてい
るフラットパネルディスプレイ１１と接続するためのアダプタ５と、第２のケース体２２
の外表面に取り付けられる壁掛け手段７とを備えている。
【００２５】
　第１のケース体２１は、第１のプレート部２１１と、該第１のプレート部２１１の内表
面、即ち第２のケース体２２を臨む一面の周縁に沿って突設されている第１のフェンス部
２１２と、第１のフェンス部２１２の先端の外周縁に沿って突設されて第２のケース体と
相欠き接合するために段状に形成された第１の相欠き部２１６とを備えている。第２のケ
ース体２２は、第２のプレート部２２１と、該第２のプレート部２２１の内表面、即ち第
１のケース体２１を臨む一面の周縁に沿って突設されている第２のフェンス部２２２と、
第１の相欠き部２１６に対応し、第２のフェンス部２２２の先端の内周縁に沿って突設さ
れて段状に形成された第２の相欠き部２２６とを備えている。そして、第１のケース体２
１と第２のケース体２２とが結合してケースユニット２を構成できるように、２つの相欠
き部２１６、２２６は、第２の相欠き部２２６が第１の相欠き部２１６の内側にぴったり
（隙間なく）と嵌入できるように形成されている。
【００２６】
　壁掛け手段７は、第２のケース体２２の外表面に取り付けられる板状の取り付け部７１
と、該取り付け部７１を壁に掛けるように、取り付け部７１から突出したフック部７２と
を備えている。
【００２７】
　次に、図９及び図１０を参照してケース体２１，２２の結合及び水密構造について説明
する。
【００２８】
　第１と第２の相欠き部２１６、２２６のそれぞれの向き合っている側面には、互いに向
き合って対応する環状溝２１５と環状溝２２５とが設けられている。そして、前記２つの
ケース体２１，２２の間に介設するパッキングリング３は、２つの環状溝２１５、２２５
に同時に嵌め込むように配置されている。パッキングリング３の構成について詳しく説明
すると、図８に示すように、パッキングリング３は２つの環状溝２１５、２２５に対応し
て全体がリング状に形成されている。そして、図９に示すように、半円形の断面をなし、
環状溝２１５に嵌めこめる第１の突起部３２と、同じく半円形の断面をし、環状溝２２５
に嵌めこめる第２の突起部３３と、２つの突起部３２、３３の間に位置してそれらを繋ぐ
繋ぎ部３１とが形成されている。この構成によって、湿気が外部からケースユニット２の
収容空間２３内に進入するためには、互いに対応して形成された第１と第２の相欠き部２
１６、２２６が構成する段差構造と、２つの相欠き部２１６、２２６の間に介在するパッ
キングリング３とを越えねばならず、よって、収容空間２３から湿気の隔離はほぼ万全で
ある。
【００２９】
　また、２つのケース体２１，２２をきつく（強固に）結合することでもその防水性を高
めることができる。そのため、本発明は、図９，１０に示すように、第１のケース体２１
の第１のプレート部２１１に対して垂直に突設され、第２のプレート部２２１に向けて開
口し、管状をなしてその内表面に雌ねじ４１２を有する第１のステー部４１と、第２のケ
ース体２２の第２のプレート部２２１に対して垂直に突設され、第１のステー部４１をそ
の内部に嵌挿させることができるスリーブ状をなす第２のステー部４２とを設ける。そし
て、第２のステー部４２の先端の表面に、前記雌ねじ４１２に対応する雄ねじ４３３が形
成されているボルト４３を、ケースユニット２の外から第２のステー部４２の通孔４２１
へ挿入して、図１０に示すように第２のステー部４２に挿入している第１のステー部４１
の内表面に設けられている雌ねじ４１２に対して締め付けて、２つのケース体２１，２２
をきつく結合させることが好ましい。
【００３０】
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　ここで、２つの相欠き部２１６，２２６の間に介在されるパッキングリングは、図１２
，１３に示すように構成することもできる。図１２に示すように、パッキングリング３４
は、第１と第２の相欠き部２１６、２２６に形成された２つの環状溝２１５、２２５に同
時に嵌めこむリング本体３４０に、リング本体３４０から両側へ張り出して、図１３に示
すように、２つのケース体２１，２２が結合すると２つの相欠き部２１６、２２６により
押し潰される２つの張り出し部３４１を設けてなったものである。この構成によって、２
つの相欠き部２１６、２２６により押し潰される２つの張り出し部３４１は２つの相欠き
部２１６、２２６に密着するように張り付くので、湿気を隔離する防水性をいっそう高め
ることができる。
【００３１】
　次に、図８とあわせて図１１と図１４をも参照し、ケースユニット２内に収容されるフ
ラットパネルディスプレイ１１を外部機械と接続するアダプタ及びその水密構造、そして
変化例について説明する。
【００３２】
　図８に示すように、第２のケース体２２の内表面に配置されているアダプタ５は、その
フラットパネルディスプレイ１１を臨む一面に、フラットパネルディスプレイ１１と接続
するために、それぞれ種類が違う接続インターフェイスに対応する複数の接続端子５２が
設けられている。各接続端子５２が対応する転送インターフェイスは、例えばＲＣＡオー
ディオ端子、同軸ケーブル端子、Ｓビデオ端子、ＶＧＡ端子、Ｓ端子、ＲＣＡビデオ端子
、１４ピンＤ端子、１５ピンＤ端子、Ｙ／Ｐｂ／Ｐｒコンポーネント信号端子、Ｙ／Ｃｂ
／Ｃｒコンポーネント信号端子、ＤＶＩ端子、ＨＤＭＩ端子、ＳＣＡＲＴ端子などのいず
れかとすることが可能である。
【００３３】
　アダプタ５の外部機械との接続は、図１１に示すように、各接続端子５２にそれぞれ電
気的に接続する複数本の電気コード８１が、チューブ状の保持手段８２によりまとめられ
て一本のコードユニット８０となって、第２のケース体２２に設けられている開口２２８
を通って外部機械と接続する。そして、保持手段８２と開口２２８との間の隙間は、ゴム
などの弾性素材により形成された補填手段６により塞がられている。
【００３４】
　また、図１１に示すアダプタ５は、各接続端子５２により直接的にフラットパネルディ
スプレイ１１と接続しているが、フラットパネルディスプレイはメーカーによって接続す
る端子の種類や配置が違う可能性が高いので、図１４に示すように、接続コード８３を利
用して、各接続端子５２とフラットパネルディスプレイ１１を接続して信号の転送を行う
こともできる。
【００３５】
　以上のように、本発明はフラットパネルディスプレイ１１をケースユニット２の収容空
間２３内を隔離するうえ、フラットパネルディスプレイ１１と外部機械を繋ぐコードユニ
ット８０とアダプタ５とを設けるので、バスルームやプールサイドなど、湿気が多い場所
でもフラットパネルディスプレイ１１を好適に利用することができる防水性と利用上の利
便性を両立したフラットパネルディスプレイ用水密装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】従来のフラットパネルディスプレイ用水密装置の一例を示す分解斜視図。
【図２】図１の水密装置の断面図。
【図３】従来のフラットパネルディスプレイ用水密装置の他の一例を示す分解斜視図。
【図４】図３の水密装置のIV－IV線断面図。
【図５】従来のフラットパネルディスプレイ用水密装置の更に他の一例を示す分解斜視図
。
【図６】図６の同水密装置のVI－VI線上における要部断面図。
【図７】本発明の実施形態のフラットパネルディスプレイ用水密装置の外観を示す斜面図
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【図８】図７の水密装置の構成を示す分解斜面図。
【図９】水密装置の結合及び水密構造を示す要部分解断面図。
【図１０】水密装置の結合及び水密構造を示す要部断面図。
【図１１】水密装置のアダプタとその水密構造を示す横断面図。
【図１２】本発明の水密装置の結合及び水密構造の変化例を示す要部分解断面図。
【図１３】図１２の結合及び水密構造を示す要部断面図。
【図１４】アダプタとその水密構造の変化例を示す横断面図。
【符号の説明】
【００３７】
　１０…水密装置
　１１…フラットパネルディスプレイ
　１２…スピーカ
　２…ケースユニット
　２１…第１のケース体
　２１１…第１のプレート部
　２１２…第１のフェンス部
　２１５，２２５…環状溝
　２１６…第１の相欠き部
　２２…第２のケース体
　２２１…第２のプレート部
　２２２…第２のフェンス部
　２２６…第２の相欠き部
　２２８…開口
　２３…収容空間
　３，３４…パッキングリング
　３１…繋ぎ部
　３２…第１の突起部
　３３…第２の突起部
　３４０…リング本体
　３４１…張り出し部
　４１…第１のステー部
　４１２…雌ねじ
　４２…第２のステー部
　４２１…通孔
　４３…ボルト
　４３３…雄ねじ
　５…アダプタ
　５２…接続端子
　６…補填手段
　７…壁掛け手段
　７１…取り付け部
　７２…フック部
　８０…コードユニット
　８１…電気コード
　８２…保持手段
　８３…接続コード
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